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膝部損傷後の CYBEXMACHINEを使用した

リハビリテーションについて

(その 2)

安 藤 勝 英美

1.緒言

2.方法

3.結果と考察

4.総括

1.緒 仁3

近年， レクレーションスポーツが盛んになるにつれ，スポーツ傷害も多く発生している。殊

に，膝部の損傷は，足部と共に他部位と比較し多い。

昭和56年8月から約1カ年米国カリフォルニア州立サンノセ (SanJose)大学に留学し，膝

部の Rehabilitationについて研鎮の深い， トレーナーの Welshに師事した。

近年，膝部受傷から回復までの過程を知るために， CYBEX MACHINEが広く使用されて

おり，最も信濃性の高い評価が得られている。 4，5年前に留学した時は，主に大学のスポー

ツ選手のために使用されていた。しかし，現在はスポーツ選手のみならず，中高年齢層のレグ

レーションスポーツ及び交通事故等の受傷から復帰までにも使用されている。得られたドルグ

曲線を健側(或いは，受傷前の健常時〉と患側で検討する。即ち， Quadriceps (以下 Quad.と略

す〉と Hamstring(以下 Ham.と略す〉のそれぞれを比較し，その状態に応じた Rehabilitation

programを施行する。

今回は主に，一般社会人のレクレーションスポーツによる膝部傷害について，その結果を報

告する。

2. 方 法

前回(本塾体育研究所紀要第20巻第1号〉と同様に，受傷および術後から回復までの過程を

* 慶庭義塾大学体育研究所専任講師
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膝部損傷後の CYBEXMACHINEを使用したリハビリテーションについて(その 2)

CYBEX MACHINEにより測定した。

膝部の Quad，と Ham.の10R. P. M. (strength)と30R. P. M. (power)のそれぞれを測定

し，得られた患側の scoreを健常時或いは，健側を比較した。スポーツ選手の場合，シーズ

ンに入る前，予め健常時の scoreを得ているが，一般社会人の場合には，得る事が不可能な

ため健側と比較した。

受傷後或いは，術後行なわれる理学療法は，一般理学療法(受動的理学療法一光線，水，電

気，温度等の物理的因子を利用し治療するもの〉と運動療法〈積極的理学療法-他動的にまた

自力で体を動かして治療するもの〉に分けることが出来る。この二方法を用いて Rehabi1ita-

tion p叫 m を進行させる々々早い運動機能の回復を目指すためには，運動療法を中心にし

て一般理学療法は運動療法の前処置として補助的に利用した。

安対象

昭和54年から56年までのカリフォルニア州サンノセ (SanJose) ， Physical and Athletic 

Rehabilitation Clinicにおける男子 14症例，女子5症例の計19症例である。靭帯損傷9症例

膝内障10症例である。年齢は， 16歳から51歳迄で，若いスポーツ選手は4症例であり，残り15

症例は一般社会人の余暇を利用したレグレーションスポーツでの損傷例である。

大評価

Wil1iamは受傷後或いは，術後の Rehabilitationを以下の 5段階に分けた。

1. Presurgical 

2. Immediate Postoperative 

3. Early Intermediate 

4. Late Intermediate 

5. Advanced 

このことから Welshは， CYBEX MACHINEで、得-た scoreの比較から以下の program-
(8) 

mingを行なった。

1 )患側が術前或いは，健側と比較し50%水準を得た場合。

a. jump rope (縄跳び〉

b. step ups (階段昇降〉

c. Joggmg 

2)患側が術前或いは，健側と比較し75%水準を得た場合。

a. runnmg 
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膝部損傷後の CYBEXMACHINEを使用したリハビリテーションについて(その2)

b. cutting dri1ls 

c. agi1ities (敏捷性運動〉

3)患側が術前或いは，健側と比較し85%水準を得た場合。

a. hand ball 

b. racket bal1 

4) 90%水準を得た場合，プレーに復帰することが許される。

5)更に100%水準が得られるまで続行する事が望ましい。

更に Welshは，一般社会人の日常生活へ復帰が出来る水準を健側と比較し， 75%の段階と

考えた。それは， Rehabilitation programが running，cutting drills， agilities等の運動が

開始出来るためで、ある。レグレーションスポーツの復帰については，スポーツ選手同様， 90% 

以上までの Rehabi1itationが必要である。

大体の Rehabi1itationprogramの流れは以下の通りである。

Rehabilitation Program BY Welsh 

運動療法 (exerciseprogram) 

術後，或いはcast(ギ|自動運動開始

ブス固定〉使用中 I Quad. setting exercises 
(goal. minimum 100 per day 

maximum 200 per day) 

leg lifts 3 X 10 reps twice dai1y 

lateral leg raises 3 x 10 reps 

備 考

cast on 

crutch (杖〉使用

cast除去後 自動運動

他動運動

leg lifts 

lateral leg raises 

CYBEX MACHINE， ORTHOTRON) 

(BIKE) FITORON J 

の使用

ROM値測定

一般理学療法の使用

極超短波療法

超音波療法

低周波療法

渦流浴

CYBEX TEST 50%獲得

ROM {I直， f1exion 1100 

トレーニングの前後 :ice使用

knee extension exercises (maximum 15min) 

without resistance→with resistance I jump rope (縄飛〉

step ups exercise I joggingの開始
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日常生活への復帰
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膝部損傷後の CYBEXMACHINEを使用したリハビリテーションについて(その2)

CYBEX MACHINEl CYBEX TEST 85% 
ORTHOTRON }出tancer cutting，捻りに対し安定性を得ている
FITORON J 

hand ball ) 
}開始可能

racket baW 

CYBEX MACHINE) resistance ↑ 
ORTHOTRON J time I 

CYBEX TEST 90% 

playの復帰が許される

更に100%まで続ける事が望ましい。

3.結果と考察

19症例を靭帯損傷例と膝内障に分け，結果と考察をした。

大靭帯損傷(表1) 

術後から復帰するまでの期間(週〉は，以下の通りである。 10R.P.M.の Quad.の評価を

重要視した。

1. 90% 22W 

2. 95% 18W 

3. 98% 13W 

4. 73% 19W 

5. 100% 20W 

6. 98% 13W 

7. 90% 17W 

8. 77% 12W 

9. 100% 7 W 

表 1 靭帯損傷例

No. Sex Age Inj Name Date of Date of 
Inj. Ope. rt Relm-Term 

キ1 F. 16 A.C.L. 6-28-79 10-29-79 8w 1-21-80 4-3-80 10w 
M.C.L. 

*2 F. 16 A.C.L. 11-29-79 12-3-79 9w 2-22-80 4-11-80 7w 
3 M. 18 A.C.し 3-22-80 4-2-80 8w 5-15-80 7-11-80 8w 
4 M. 33 A.C.L. 3-1-79 3-5-79 7w 5-16-79 7-19-79 9w 

M.C.L. 
5 F. 38 A.C.L. 1-26-80 2-1-80 6w 3-17-80 6-16-80 13w 

M.C.L. 
M. 34 A.C.L. 3-8-80 3-18-80 6w 5-12-80 6-18-80 5w 
F. 29 A.C.L. 3-79 no ope. 8-17-80 12-17-80 17w 

M.Meniscus 
8 M. 23 M.C.L. 8-13-79 8-14-79 6w 10-26-79 11~12-80 3w 
*9 M. 21 P.C.L. 10-17-79 ARTHROSCOPY 11-7-79 12-5-79 4w 

*スポーツ選手
A. C. L. (Ant. Cruciate Ligament前十字靭帯)
M. C. L. (Medial Collateral Ligament内側々 高IJ靭帯)
P. C. L， (Post. Cruciate Ligament後卜字削帯)
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Gymnastic 

Basketball 
Dirt-Bike 
Ski 

Ski 

Touch-Foot 
Ski 

Unknown 
Foot Ball 



膝部損傷後の CYBEXMACHINEを使用したリハビリテーションについて〈その2)
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大個々の症例について

症例 1C図1)，症例2C図2)は共に16歳のスポーツ選手である。症例 1が MedialCollateral 

Ligament C内側々副靭帯，以下 M.C.L.と略す〉と Ant.Cruciate Ligament C前十字靭帯，以下

A.C.L.と略す〉損傷の合併症。症例2がA.C.L.の損傷例で，術後の回復過程を図に表わした

ものである。横軸に期間を週でとり，縦軸をパーセントと膝部の flexionと extesionの

一千9-



膝部損傷後の CYBEXMACHINEを使用したリハビリテーションについて(その 2)

Rahge of Motion (以下 ROMと略す〉値にとった。 図1で説明すると，一番上の実線が fle-

xionの ROM値，一番下の Oに近い実線がほtesionの ROM値，中の実線が 10R. p. M. 

における Quad.と Ham.である。運動選手においては， 30R.P.M.の評価も必要となるので

点線で表わした。以前にも女子の A.C.L.症例を報告したが，これ等の症例同様， 90%でプ
匂)

レーに復帰するまで20週前後要していた。症例 1，2は，術後 cast(ギブス固定〉の使用が8，

9週で本格的 Rehabilitationを開始したのが両方共，術後約12週からであった。 flexionの

ROM値， 1100"""'1150の回復も大体この12週前後であった。

症例4(図3)は33歳，男性，スキー事故による M.C.L. とA.C.L.の損傷例で， 2日後

に手術， 7週 castの使用後，本格的 Rehabilitationを9週行ない，術後19週で 10R.P.M.

73%で日常生活に復帰した。しかし，スキー，ハイキングのレクレーションスポーツ再参加の

希望があり，この後13週の Rehabilitationで89%まで回復，その後，シーズンまでRehabilita-

tionを続行した。日常生活では75%水準が得られれば，何らの不自由はないが，スポーツ復帰

については，90%水準までの回復の必要性を本人に理解させる事が，非常に大切であると医師，

トレーナー達は考えている。このケースも膝部 flexion1100 の回復に12週近くを要した。

図 3

% I C症例4)A. C. L.， M. C. L. 
150 ~ 男子 33歳

130 

110 

90 

70 

50 

30 

10 

0 

7週 cast使用

F.ROM 

Harn. 

Quad. 

E.ROM"，-

11 13 15 17 19W 

症例5(図4)は38歳，女子，スキー事故による M.C.L.と A.C.L.の損傷例である。こ

れは， cast 6週使用，除去後から Rehabilitationを開始した。しかし，膝部の ROM値の回

復，殊に flexion110
0

を得るのに12週要し，術後100%水準を獲得するのに20週要した。
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図 4

% I (症例5J A. C. L.， M. C. L. 
150 l 女子 38歳
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靭帯損傷に関する症例については， 術後約12週で膝部日exionの ROM値110
0
が得られ，

その時点から積極的な RehabiIitationの開始をした。また， レクレーションスポーツにせよ，

プレーへの復帰については，スポーツ選手同様， 術後20週前後或いは，それ以上の Rehabili

tationが必要である。

図1""""4までについて， Rehabilitationのprogramにもよるが， Quad.と Ham.の比較に

ついては， Ham.の回復の方が早い。しかし，図3のように，何らかの理由 (e妊ersion，swe11ing) 

により Rehabi1itationを中断した場合， Ham.の筋力の低下も早い。

女膝内障(表2)

Scar Tissueの一例を除いて半月板損傷例である。術後からの回復期間は以下の通りであ

る。

10. 93% 7W 15. 81% 8W 

11. 83% 7W 16. 96% 6W 

12. 81% 6W 17. 90% llW 

13. 93% 6W 18. 83% 9W 

14. 73% 13W 19. 86% llW 

症例14は， 32歳，男性。 joggingにより MedialMeniscus (内側半月，以下 M.Meniscusと

略す〉の損傷例である。 Rehabi1itationの期間が11週，術後からの回復が13逓も要したのは，

~ 81 ~ 
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No. Sex Age Inj. Name Date of Inj. 

10 M. 23 M.Meniscus 2-23-80 
A.C.L. 

11 M. 37 M.Meniscus 
12 M. 43 M.Meniscus 10-9-79 
*13 M. 18 M.Meniscus 
14 M. 32 M.Meniscus 8 78 
15 M. 51 M.Meniscus 2-15-80 
16 M. 39 L.Meniscus 10 -79 
17 M. 42 L .Meniscus 
18 M. 23 M.Meniscus 78 

L.Meniscus 
19 F. 16 Scar Tissue 

*スポーツ選手
M.Meniscus (Medial Meniscus内側半月)
L.Meniscus (Lateral Meniscus外側半月)

図 5 

% 〔症例13)M. Meniscus男子18才
150r ARTHROSCOPYの使用

-r〆....F.ROM

110 

90 
Quad. 

70 

50 

30 

10 
E.ROM 。

1 3 5 7 9W  

表 2膝内障

Date of bst Rei1a Term Sport Ope. 

7-24-80 A.S 7-25-80 9-11-80 7w Ski 

7-24-80 8-1-80 9-12-80 6w Racquet Ball 
10-12-79 10-26-79 11-24 4w 

HFuienltd inTg rack 11-6-80 A.S 11-20-80 12-31 5w 
2--7-80 2-22-80 5-7-80 llw Jogging 
3-1-80 A.S 3-18-80 4-10-80 3w Hand Ball 
3-24-80 A.S 4-24-80 5-23-80 4w UnknoWn 
10-23-79 11-7-79 1-11-80 9w Teniss 
10-3-80 A.S 10-30-80 12-3-80 5w Bicycle 

12-1 
11-25-80 A.S 12-12-80 2-11-81 8w Ski 

図 B 

〔症例17)

L. Meniscus ____F.ROM 
男子 42才
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10t ----- E.ROM 。
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e百ersionの出現で Rehabi1itationprogramが一時中断したためである。

症例13(図5)は18歳，男子，陸上競技で M.Meniscus損傷の後， ARTHROSCOPY (膝

関節鏡)で手術，術後1週以内から Rehabi1itationが可能で，術後7週までに90%以上回復し

ている。このように医師によって，直接関節内部を見る事が出来，正確な診断と治療が可能で
(4) 

回復が早いことが，この ARTHROSCOPYの手術の特長と言える。
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症例17C図6)は， 42歳，男子，テニスで LateralMeniscus C外側半月，以下， L. Meniscusと

略す)損傷後， ARTHROSCOPYを用いない手術例である。術後の ROM値，殊に宜exion

の低下，積極的 Rehabi1itationの開始の条件となる 1100を得るのに4週を要している。 ま

た，5週過ぎの CYBEXTESTにおいても術後の Quad.の低下が著しい。

ARTHROSCOPYで手術した症例は，術後の ROM値が術前とほぼ変らず， 平均7.9週の

Rehabi1itationでQuad.は80%以上回復した。また， Ham.においては， 100%以上の回復を

見ている。膝内障全体10症例を見ても Quad.より Ham.の回復が早い結果を得た。

4.総 括

膝部の靭帯損傷の手術例は，術後17.1週で90%以上の回復が見られる。日常生活への復帰は

13週前後であったが， レクレーションスポーツでも本格的にプレーへ復帰するには， 20週前後
(3) 

あるいはそれ以上の Rehabilitationが必要である。

膝内障の ARTHROSCOPYによる手術例の6症例は， Rehabilitation実施中 effersionの

出現で一時中止した例を除き，術後7.9週で80%以上回復している。靭帯損傷例同様，プレー

への復帰については，それ以上の Rehabi1itationが必要である。

CYBEX TESTにおいて， 19症例全て， Quad.より Ham.の筋力の回復が早くみられてい
(3) 

る。しかし，何らかの理由で Rehabi1itationprogramが中断した場合は， Quad.に比べ Ham.

の方が著しい筋力の低下が見られた。
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